
  
   

申請大学名：岩手大学

➢ 高大連携ウインター
セッション【既設・
テーマ、内容を刷新】

・県内の主に高校1-2年生
対象

・岩手県教育委員会と共
同開催

・ICTや教育データの利活
用等、新しい時代の教
育テーマを設定

➢ 高校生向けセミナー
『いわて教員未来塾』
【新設・PrBL型】
・主に高校３年生対象
・岩手の教育課題と教員
の役割等に関する課題
解決型学習を開催

・大学生と協働学習

➢ 地域教員希望枠
入試

(小学校教育コース、 
学校推薦型選抜)

【新設】
・岩手県の教員として
定着する意志の強い
学生を確保

・入学後は『いわて地
域教育プログラム』
の履修を必修

・岩手県公立学校教員
選考試験を受験する
ことを条件

・高校生向けセミナー
 「いわて教員未来塾」
への参加（地域教員
希望枠入試合格者）

自由
選択

・プログラミング演習
等

・いわての復興教育
・発達障害教育総論 等

【教員採用試験】
➢ 本教育プログラム

受講生を対象とし
た「大学推薦特別
選考」の実施

・推薦学生の選考方法
等の検討

➢ 教職支援室を中心と
した教採セミナー等の
実施

➢ 教員採用試験（３年次
受験）への対応

【定着に向けた支援】
➢ 若年教員向けフォ

ローアップ体制
 （プログラムの実施)
・就業継続支援として
カフェ型・研修型な
ど様々な“場”の提供

【岩手県教育振興計画】・【学校教育指導指針】
における教育課題・重点事項等

 ICTの効果的な活用
 小規模・複式教育
 いわての復興教育取組推進
 特別な支援を要する子どもへの支援充実
 少子化に伴う学校の小規模化
 教育への情熱と高い志を持つ有為な人材の確保

【岩手大学教育学部の特色・取組実績】
 岩手県からの委託事業 （R2-4年度） ICTを活用した

主体的・対話的で深い学びを実践・実証する
「いわて学びの改革研究事業」実施

 R6年度文科省補助事業「デジタルと掛けるダブル
メジャー大学院教育構築事業（Ｘプログラム）」採択

 教育学部としてMDASH応用基礎レベルに認定（R6)

 小学校教育ｺｰｽに情報教育学ｻﾌﾞｺｰｽを新設（R5）
 附属小学校「複式学級」による複式指導研究
 文科省委託事業「2019年度発達障害の可能性の

ある児童生徒等に対する支援事業」採択

■岩手大学教育学部と岩手県教育委員会との連絡会議【R6新設】
（教育学部長、岩手県教育委員会 教職員課長等により構成）
継続的な協力体制の確立、本事業の円滑な運営体制の強化
定期開催で取組状況を共有・改善

■地域連携協議会【既設】
（大学、教育委員会、小・中・高・特支校長会等で構成）
定期開催で教員養成の質向上を目的に意見交換

•岩手県教育委員会で実施
する大学推薦特別選考を
基盤とし、地域教員希望
枠入学者に対する特別選
考を拡充・実施

•採用枠や選考方法の協議

•現場ニーズ・課題を踏ま
えたフォローアップ体制
の充実

岩手県教育委員会と
連携・協働し取組を

推進

教職大学院
との連携

DX of Education[DX.E]

教育実践学×情報学分野
高度専門人材養成プログ

ラム【R６採択】

学部４年次からの教職大学院
[DX.E]科目の早期履修制度を
整備し、系統的で高度なICT
活用に係る力量を養成

岩手大学

教員養成支援
センターとの連携

いわて地域教育プログラム
科目の全学への展開
本学全体の教職課程

の強化

高大接続（入学前） 入試（特別選抜） 特別教育プログラム（在学中） 教員採用試験・定着

「いわて地域教育プログラム」

〔新設〕

＜岩手県教育委員会＞

•岩手県の最新の教育課題・ニ
ーズや対応状況に関する知見
の提供
•実際の教育現場で生じている
具体的な問題事例の提供

•講義・演習科目等への参画、
講師派遣 等

「地域教育実習」
〔既設拡充〕

葛巻町、宮古市、岩
泉町、久慈市各教育
委員会との連携
・地域の特色を活か
した学びの工夫

・実習校の選定
・宿泊先の手配 等

市町村教育委員会と
協働実施

「いわて教員未来塾」
〔新設〕

＜岩手県教育委員会＞

•講師として指導主事等
の参画

•岩手県の教育事情や教
員を取り巻く状況等に
関する情報提供
•県内各高校への周知・
参加者取りまとめ 等

岩手県教育委員会と協働企画・実施

（連携・協働による新設プログラム）

岩手県教育委員会
包括的連携協定（H29締結）

【コアA】
ICT活用教育

科目群

【コアB】
いわての教育課題
対応実践科目群

1年 MDASH応用基礎
レベル科目
【R6認定・必修】

・情報基礎
・プログラミング基礎
・統計的機械学習実践

(AI基礎）
・基礎統計解析の理論
と実践

等 ７単位

いわての教育課題（講義
型）)【新設・必修】

2年 いわての教育課題特別演
習（PrBL型）
【新設・必修】

3年 地域教育実習（実習＋省
察型)【既設拡充・必修】
【中山間地域】
【沿岸地域】 附属小学校複

式学級も活用

コーディネーター（大学で新規雇用）：学校現場や教育行政での経験豊富な実務家教員、大学と教育委員会の連携推進を担い協働拡充、自走化に向けた基盤固め

取組名： 「地域教員希望枠ーデジタルと掛ける岩大Twin方式ー」～岩手の教育課題に応える高度な地域教員養成の実現～

【コアπ】

コアA・Bの総括科目

4年 STEAM教育実践演習（PjBL型）
【令和８年度開設・必修】

様式３

■
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
促
進
で
き
る
教
員

■
岩
手
県
の
多
様
な
文
化
や
教
育
課
題
に
対
し
て
、IC

T

と
情
報
学
の

効
果
的
な
活
用
に
よ
り
指
導
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
教
員

いわて地域教育プログラム－デジタルと掛ける岩大Twin方式－

・体系的、系統的かつ理論と実践の往還を意識した科目群整備
・ICT活用力、岩手の教育課題への理解、実践的対応力の養成

「デジタル教育と地域的教育課題を掛け合わせた教育プログラム」の構築・実践

【コアＡ・コアＢを相互ステップ的に学修】
【コアπ「STEAM教育実践演習」によりコアＡ・コアＢの学びを総括】
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